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地域金融機関向けビジネスマッチング管理サービス「BMポータル」リリースのお知らせ 
 

 当社は、地域金融機関向けビジネスマッチング管理サービス「BM ポータル」をリリースし、初導入先と

して、株式会社京都銀行（京都府京都市、取締役頭取：安井幹也、以下京都銀行）にて運用を開始いたしま

した。 

本サービスは、金融機関のビジネスマッチング業務をオンラインで一元管理するプラットフォームです。

これにより、案件情報の検索や取引先企業との連絡が簡潔になり、同意書や請求書の作成が DX され、業務の

効率化及びマッチング成約率の向上を実現します。 

 

  導入の背景 

 地域金融機関ではビジネスマッチングを通じて、提携先企業のサービスや商材を取引先企業へ提供してい

ますが、業務が属人的で知見の共有が十分でないことが実情です。 

こうした課題を解決し、業務効率化と成約率向上を目指して、京都銀行は「BM ポータル」の導入を決定しま

した。本サービスにより、情報が一元化され、マッチング業務の効率化を実現します。 

 

  BM ポータルの機能と特徴 

 金融機関のビジネスマッチングでは、取引先企業からの要望に対して、複数の提携先企業から課題解決と

なるサービスを探し、両社を紹介して商談を行います。金融機関は提携先企業から成功報酬を受け取るまで

が一連の流れですが、現在は DX が進んでおらず、取引先企業から紙の同意書を取得し原本を営業店で保管す

るコストがかかり、取引先企業のニーズを把握するのが難しいという課題も抱えています。 

 BM ポータルはこれらの課題を解決し、効率的かつ効果的なマッチング業務を実現します。また、情報の一

元管理や進捗状況の把握が可能となることで、商談のスピードや効率も向上し、成約率の向上にも繋がりま

す。 

さらに、企業にとっては、従来、同意書や請求書を紙で作成し、金融機関の担当者に手渡しや郵送で送付

する必要がありましたが、BM ポータルの導入により、これらの手続きがオンラインで完結し、業務の負担が

大幅に低減されます。 

 

  今後について 

 BM ポータルは、地域金融機関のビジネスマッチング業務の効率化を支援し、AI による案件のレコメンド機

能などさらなるサービスの改善と機能拡充に努めてまいります。 

現在、他にも複数の金融機関で BM ポータルの導入を決定・検討されており、引き続き本サービスを金融機関

へ展開を進めていきます。 

 また、ココペリは約 7 年間にわたり、中小企業向け経営支援プラットフォーム「Big Advance」を運用し、

累計 20 万件を超える商談を創出してきました。 

ビジネスマッチングのリーディングカンパニーとして、こうした実績と現場の知見を活かし、今後も金融

機関との連携を通じて、中小企業の課題解決や新たなビジネス機会の創出を支援し、地域経済の活性化に貢

献してまいります。 


